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巻頭言

　あけましておめでとうございます。
　昨年は「電子書籍元年」と言われ、紙媒体へ
の影響が論じられる中、様々な端末が市場に登
場しました。すでに購入されて、その機能を体
感された方も沢山みえます。
　業界内に目を転じますと、10月に全日本印刷
工業組合連合会の全国大会が岐阜で開かれ、10
年後に飛躍できる印刷会社の条件として、ソフ
ト・サービス分野など新たな事業領域に取り組
み、クライアントや社会が抱える諸問題を解
決する「ソリューション・プロバイダー」への
進化の重要性が提唱されました。その背景には、
メディアの多様化、少子高齢化など社会構造の
変化、そして供給過剰による過当競争の慢性化
により、従来の受注産業的な印刷ビジネスに限
界が見え始めたことが挙げられています。
　私自身、印刷業には「製造業」「情報サービス
業」の二つの側面があると考えます。従来型の
「製造業」に主軸を置いたビジネスは、価格競
争に左右されないレベルまで自社の技術、設備を
高めない限り収益の確保が難しくなります。当
然、安定した色再現、ミス・ロスの撲滅など生産
現場の充実は大切です。印刷自体の市場が減っ
てもコンテンツ制作の仕事は残ります。対外的
には「情報サービス業」として、お客さまの課題
解決に役立つ情報発信の手法をクロスメディア
の視点から考えて役に立つことが求められます。
　お客さまが抱える課題を聞き出すには営業マ

ンの教育が不可欠です。そして精度の高いコン
テンツを制作するには、プロデュースができる
人材の育成は欠かせません。しかし一概に「教
育する」といっても簡単ではありません。組合
では人材教育に関する様々な研修メニューを用
意しています。今年度も、小勉強会を含め月に
１回の頻度でセミナーを開いています。業態変
革は、トップの考えをすぐに全社に反映させや
すい小規模企業の方が素早く取り組めます。ぜ
ひ積極的にセミナーに参加いただき、経営者自
身が学ぶと同時に、社員の皆さんに勉強する機
会をつくっていただきたいと思います。
　また、将来のグラフィックデザイナー育成と
いう面では、今年度の新規事業として地元学生
を対象に「第１回ポスターグランプリ」を開催
し、成功裏に終えることができました。協賛会
社をはじめ、関係各位に改めて御礼を申し上げ
ますとともに、このグランプリを学生の作品発
表の場として継続・発展させていきたいと思っ
ています。
　今年は、愛知県印刷協同組合と連携し組合
の活動拠点である会館の新築事業にも着手しま
す。そしてこれからも組合員の皆さんの相談窓
口、官公庁などへの対外窓口、様々な情報の提
供など、業界の発展に向け邁進してまいります。
　最後になりましたが、2011年が印刷業界に
とって実りある一年となりますよう祈念いたし
まして、新年のごあいさつとさせていただきます。

組合の活動拠点
印刷会館の新築事業に着手

理事長　髙井　昭弘



　理事会の司会は、加藤修専務理事が務めた。
　冒頭、挨拶に立った髙井理事長は、出席者に感謝
の意を表した後、愛知県印刷会館建設にともなう、
愛印工の組合員の愛知県印刷協同組合（白井紘一理
事長／協同組合）への加入にふれ、「（愛印工組合
員の）97％の方々に（協同組合へ）入会していた
だきました。あと数社残っていますが、ここも時間
をかけてお話をして行きたいと思っています」と報
告。その上で「各支部長様方には大変ご面倒をおか
けしました。本当にありがとうございました」とお

礼の言葉を述べた。一方で髙井理事長は、組合出資
金の返還に関して、新たな問題が表面化しているこ
とを明らかにし、「来年、もう少し落ち着いた時点
で、その問題を処理して行きたい」という意向を示
した。
　続いて、白井理事長（建設委員長）が挨拶に立ち、
「（加入の件で）各支部長様には大変なご努力、お
力をいただき、お礼申し上げます」と感謝の言葉を
述べた。
　この後、髙井理事長が議長となり、議事の審議に

　愛知県印刷工業組合（髙井昭弘理事長／愛印工）は、
12月３日午後３時30分より、グランドエクシブ浜名湖
（浜松市）で、平成22年度12月期理事会（第７回）・
支部長会（第２回）を開催した。このうち、理事会では、

ジョブ・カード制度への取り組みの進捗状況が報告され
た他、深刻化している官公需問題（ダンピング）、さら
には愛知県印刷会館の建設に関する問題などが議論され
た。参加者は21名だった。

入った。
　１号議案の組合員の加入・脱退の件は「加入なし。
脱退８社。組合員総数290社」（加藤専務理事）と
報告された。
　２号議案の平成22年度決算見込みの件は、加藤専
務理事が、10月末現在の一般会計・収支決算見込み
を報告した。
　第３号議案（愛知県印刷会館の件）に先立ち、第
４号議案のジョブ・カード制度（新入社員採用・教
育にあたっての助成制度）の件が取り上げられ、岡
田邦義副理事長が、「（ジョブ・カード制度の）実
践型人材養成システムは、組合員の皆様に少しでも
メリットのある組合活動ということで進めてきまし
た」と取り組みの経緯を説明。その上で、「メリッ
トのある補助金制度です。来春、新入社員の入る予
定のある組合員企業は、ぜひ申し込んでいただきた
いと思います」と申し込みを呼びかけた。
　ジョブ・カード制度に関して、髙井理事長が「入
社して１～２年の社員にどういう教育をするかに
よって、その人の40代、50代の豊かさが決まってく
るのではないでしょうか。それくらい初めて入社す
る人に会社が与えるインパクトは強く、そして社会
的責任を持ちます」と新入社員教育の重要性を指摘。
岡田副理事長が中心となって作成した「OFF―JT
（社外研修）カリキュラムパック」は、新入社員教
育に有益なので、「もし、（国から）助成金が出な
くても、組合として推進すべき事業ではないかと
思っています」という認識を示した。
　第５号議案の平成22年度委員会事業の件では、次
の委員会から活動の報告があった。
　共済・労務委員会（猪飼重太郎委員長）／組織・
官公需委員会（吉川正敏委員長）／経営革新・環境
委員会（佐藤壽記委員長）／マーケティング委員会

（鳥原久資副理事長）／教育委員会（松岡祐司委員
長）
　※（○）内は報告者
　このうち、組織・官公需委員会の吉川委員長は、
これまで、愛知県の産業労働部、出納事務局と、９
月15日、11月17日の２回にわたって、最低制限価格
制度導入に向けて、折衝したことを報告。年内に３
回目の折衝を行う予定を明らかにした上で、「ダン
ピングを県側は否定しています。それを見積内容か
らダンピングを把握していただき、そこからまた動
いて行ければ、と思っています」と決意を述べた。
　吉川委員長の報告を補足する形で、木野瀬吉孝副
理事長が、「（木野瀬印刷㈱が）実態を知るために、
一般入札に参加したところ、驚くべき価格で一部の
会社が落札しています」と述べ、その詳細、実態を
明らかにした。そして「この問題は、県におさまら
ずに、他の地方自治体に影響を及ぼしています」
「全国的に起きているのが、その入札が民間、民需
の仕事に影響し、ダンピングが起きていることで
す」「県の入札問題は、官公庁の仕事をしていない
からでは済まされない問題になりつつあります」と
警鐘を鳴らした。
　なお、木野瀬副理事長は、来年２月２日、
「PAGE2011」開催中に、「全印工連が官公需対
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策協議会全国協議会を開催します」と報告。「テー
マは『最低制限価格制度導入について』で、全国の
成功事例も挙げられるので、PAGE2011に行かれた
ら、参加をお願いします」と参加を呼びかけた。
　経営革新・環境委員会の報告に関連して、細井俊
男副理事長が「第１回ポスターグランプリ」の収支
を報告。また、髙井理事長が、三役会で来年度もポ
スターグランプリを実施すること、岐阜県印刷工組、
三重県印刷工組にも呼びかけ、３県共同開催の形に
することが提案されたことを報告。承認された。
　教育委員会報告に関連して、髙井理事長が、全印
工連が刊行した「産業成長戦略提言2010／ソリュー
ション・プロバイダーへの進化」（組合員価格＝１
冊2,500円）を、「三役会で、非常に有益な提言な
ので、組合員の皆様に無料で配布したらどうか、と
いう意見が出ました」と報告。承認された。
　また、髙井理事長は全印工連のアドビ特別ライセ
ンスプログラム（組合員向けＣＳ５特別価格ライセ
ンスプログラム）の結果（全工組3,263本／愛印工
390本）について報告した。
　第３号議案の愛知県印刷会館建設の件は、白井委
員長が建設の青写真（現在の会館の奥の駐車場部分
に建設、大きさは基本的に60～70坪、３Ｆ～４Ｆな
ど）を説明した。そして、テナント、入居者に関し
て意見交換が行われた。
　議事の最後に、木野瀬副理事長が、全印工連の広
報専門委員会が、各組合員に確かな情報を、より速
く提供するために、メールアドレス（１社２アドレ
ス）を収集することを報告。登録を呼びかけた。
　理事会に続いて、支部長会が開かれ、各支部長か
ら支部活動状況が報告された。
　事務局からの報告（今後の予定）の後、髙井理事
長が、今後の事業への組合員の積極的な参加を要望

し、理事会と支部長会は終了した。
　【今後の活動計画】
○平成23年新春　印刷と関連業界　新年互礼会＝日
時：平成23年１月14日㈮／講演会：16時～17時30
分・講師：坂本光司氏（法政大学大学院政策創造
研究科教授、同大学院静岡サテライトキャンパス
長）／新年互礼会：17時50分～20時（場所：名古
屋東急ホテル３階ヴェルサイユ）　
○印刷寺小屋（経営革新・環境委員会）＝　日時：
平23年２月７日㈪18時30分～20時／場所：ウイ
ンクあいち／講師：島村博之氏（全印工連副会長、
産業戦略デザイン室委員長／演題：調整中／定
員：30名／参加費：1,000円
○教育セミナー（教育委員会）全印工連教育・労
務委員会、中部地区印刷協議会との共催＝タイ
トル：“見える化”から始める収益改善（パネ
ルディスカッション）／日時：平成23年２月18
日㈮10時～12時／場所：ウインクあいち／パネ
リスト：佐竹一郎氏（全印工連 教育・労務専門
委員会委員長）松岡祐司氏（全印工育・専門委
員会委員、他１名調整中、コーディネーター：
花房賢氏（㈳日本印刷技術協会研究調査部）／
定員：120名／参加費：（組合員）１人1,000円、
（一般）１人2,000円
○中部地区印刷協議会下期会議＝日時：平成23年２
月18日㈮／場所：キャッスルプラザ
○企業見学会（経営革新・環境委員会）＝見学先：旭紙
工㈱（大阪府松原市）／日時：平成23年３月12日㈯
　【後援】
○第47回光文堂新春機材展＝日時：平成23年１月21
日㈮～22日㈯／場所：名古屋市中小企業振興会館
（吹上ホール）

　●｢業態変革・ワンストップサービス実践ガイド
ブックVer.2｣
　業態変革実践プラン－全印工連2010計画の普及に
向け、｢業態変革・ワンストップサービス実践ガイド
ブックVer.2｣が刊行されています。同書は、Ver.1に
続く業界変革の実践に向けた2010計画の集大成の書
です。
　【内容】
　①業態変革の豊富な実践先（全国35社）を紹介
　②ワンストップサービスの誤解を解く
　③現状の事業形態からワンストップサービスの方
向性をガイドし、新しいビジネスモデル（想定ビジ
ネスモデル）を示す
　④業態変革の理解度をチェックする逆引き業態変革
　⑤業態変革推進企画室委員が贈る実践へのメッ
セージ
　⑥表紙は最新技術のショーケース
　これからの業態変革に着手する方にも、すでに業
態変革を実践している方にも、そして、社員の方々
にもお読みいただける業態変革必読の書です。

　【申し込み】
　全日本印刷工業組合までFAXでお申し込み下さい。
FAX 03(3552)7727。なお、所属の都道府県印刷工業
組合でも申し込みできます。

　●産業成長戦略提言2010「ソリューションプロバ
イダーへの進化」
　昨年10月岐阜で開催されました「全日本印刷文化
典in岐阜」での、全印工連フォーラムの席上発表さ
れました、「産業成長戦略提言2010　ソリューショ
ンプロバイダーへの進化」が冊子になり刊行されま
した。
　【定価】組合員：2,500円、一般：7,500円（税込
み）【申し込みは下記まで】

　●業態変革・ワンストップサービス実践ガイド
ブック－全印工連ホームページ立ち読み機能追加－
　全印工連では、昨年10月よりホームページで「業
態変革・ワンストップサービス実践ガイドブック」
の一部を電子書籍で立ち読みできる機能を設け、経
営者だけではなく、従業員にも業態変革の取り組み
やガイドブックの情報発信を行なっています。なお、
ガイドブックは、同ホームページから入力フォーム
で購入することができます。
　「業態変革・ワンストップサービス実践ガイド
ブック」アドレス
　http://aj-pia.or.jp./guidebook/index.html
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本の紹介

全印工連より刊行されています書籍を紹介

【価格】
組合員：2,000円
一般：6,000円
（いずれも税込み、送料別）



　「ジョブ・カード制度」とは、正社員の経験が少ない

求職者に対し、企業が職業訓練の場を提供し、職業能力

を高める就職支援制度。訓練を通じ、自社に必要な人材

の育成・確保が可能となる。「ジョブ・カード」とは、

登録キャリア・コンサルタント（ハーローワークや雇用

能力開発機構などに所属）の支援を受けて求職者が作成

するもの。履歴書や職務経歴書に変わる新たな形式の書

類。このジョブ・カード制度を通じて職業訓練を受けよ

うとする求職者は「ジョブ・カード」作成が必要になる。

　一方、この制度を活用することで、求職者などを雇用

し、職業訓練を行う企業に、その訓練にかかる経費や訓

練期間中の賃金の一部を助成する「キャリア形成促進助

成金」制度がある。

　厚生労働省（独立行政法人雇用・能力開発機構ジョ

ブ・カードセンター）の資料から、ジョブ・カード制度

について紹介してみる。

　ジョブ・カードは、就職活動での利用だけが目的では

なく、その作成過程で自らの職業意識やキャリア形成上

の問題点を明確にし、職業選択やキャリア形成の方向づ

けを可能とするもの。

　ジョブ・カードの交付は、ジョブ・カード様式を記入

の上、ハローワーク、ジョブカフェ、(独)雇用・能力開

発機構都道府県センター、民間職業紹介機関などで、登

録キャリア・コンサルタントによるキャリア・コンサル

ティングを受けることで交付される。また、職業能力形

成プログラム参加者に対しては、プログラム終了時（企

業実習先行型訓練システムは、実習実施企業に採用され

てから１ヵ月後）に、評価シートがその企業から交付さ

れる。（ジョブ・カードはハローワークなどで配布）

　職業能力形成プログラムとは、企業現場における実習

と教育訓練機関などにおける座学を組み合わせた実践的

な職業訓練で、企業が実施主体となって雇用関係のもと

で行われる有期実習訓練、実践型人材養成システムと、

教育訓練期間や公共職業能力開発施設又は企業が実施主

体となって公共職業訓練として実施される日本版デュア

ルシステム（委託訓練活用型、短期過程活用型）、企業

実習先行型訓練システムがある。

　訓練受講者は企業の現場で生きた技能・技術を学ぶ。

それぞれの訓練の特徴は、有期実習型訓練や実践型人材

養成システムは、いずれも、企業における雇用関係の下

で訓練が実施されるもので、実習（OJT）を実施する間

は、訓練受講者は賃金を受け取ることができる。

　事業者にとってのメリットには、「①自社の人材ニー

ズに合致した人材の育成・確保が可能、②専門家のアド

バイスを受けた訓練計画の策定や訓練の実施が可能、③

助成制度（キャリア形成促進助成金）の活用による訓練

経費などの負担軽減が可能、④人材育成・能力開発に積

極的な企業であることのPRが可能」などがある。（訓練

の基準などは表参照）

　愛印工組では、この制度の実践型人材養成システムを

利用し来年４月からスタートさせる。カリキュラムと受

講金額は別表参照。
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「ジョブ・カード制度」
職業訓練を行う企業を
応援する制度



　社団法人日本印刷産業連合会では、地球にやさしい印
刷製品製造のために、印刷製品の資材と工程の環境配慮
総合認定制度「グリーンプリンティング認定制度」を展
開している。制度のスタート以来、全国232社（2010年
10月５日現在）が認定工場として登録されている。今回、
さらなる啓蒙と普及を図るべく、地球環境にやさしい印
刷製品“始めてみませんかと題したパンフレットを作成
した。改めて、グリーンプリンティング認定制度につい
て紹介してみる。
　【グリーンプリンティング認定制度とは】
　日本の印刷産業界の代表団体である日本印刷産業連合
会が創設した認定制度で、印刷業界の環境配慮自主基準
「日印産連『印刷サービス』グリーン基準」に基づいて
いる。この基準を達成した印刷関連工場をグリーンプリ
ンティング認定工場として認定している。この認定工場
は印刷方式の違いにより、オフセット印刷部門、シール
印刷部門、グラビア印刷（軟）包装部門、スクリーン印
刷部門の４部門がある。
　グリーンプリンティング認定工場が製造し、グリーン
基準の資材に適合した印刷製品にGPマークが付けられる。
（オフセット印刷、シール印刷のみ）
　印刷グリーン基準とは、印刷業界が環境保全活動に取
り組むために制定した業界の自主規制で、印刷物に使用
されている「資材」、印刷関連工場の「工程」、「事業
者の取り組み」を具体的に基準化している。そして、国、

エコマーク、GPNなど、他の期間との印刷環境基準とも
整合性を持つよう配慮されている。
　【GPマークを印刷製品に表示するためには】
　グリーンプリンティング認定工場が製造し、グリーン
基準に適合した印刷資材を使用することが必要である。
　GPマークの特長には、①従来の印刷製品への環境マー
クが紙、インキ、一部製造工程を対象にしたものに対し、
GPマークは総合的環境配慮マークである。②GPマーク
を表示することで、印刷資材、印刷工程、印刷会社の取
り組みが、全て環境配慮されていることが一目瞭然にな
る、③第三者からなる認定委員会によって認定を受けた
工場の印刷製品であり、その内容が保証されている。④
GPマークには認定工場番号を表示し、社会的信頼が得ら
れるよう配慮されている。⑤GPマーク使用は無料。
　【10月にGPマークが変更】
　平成21年10月1日からGPマークがスター（星）付きの
3種類になった。スターの数が増えるほど環境配慮の度合
いが高いことを示している。GPマークの種類と表示のた
めに必要とされる要件（環境配慮）は図表のごとく。
　【各工程における環境配慮の内容】
　〈事業者全体としての取り組み〉
　①環境関連法規の遵守チェック、②環境負荷低減の目
標・改善活動、③環境保全活動継続のための仕組み、④
グリーン製品の開発、製造、⑤環境情報の公開、⑥環境
配慮資機材購入システムの構築
　〈営業・企画・デザイン工程〉
　①企画制作の環境配慮基準がある、②環境配慮基準に
該当する製品を提案、③デジタルによる印刷見本出力、
④デザインのデジタル化

　〈製版（プリプレス）工程〉
　①入稿原稿のデジタル化（省資源）、②製版・刷版工
程のデジタル化（フィルムレス）、③製版廃液のリサイ
クル（銀回収）、④校正のデジタル化、⑤印刷版の100％
リサイクル
　〈印刷（プレス）工程〉
　①オフ輪印刷機のVOC排出処理装置設置、②湿し水
のVOC発生抑制（水なし印刷、IPAレスカなど）、③洗
浄剤、各種溶剤からのVOC発生抑制、④印刷機などの環
境負荷低減、省エネ活動、騒音・振動発生抑制、⑤損紙、
廃インキ缶などのリサイクル率80％以上、⑥ウェスなど
の再利用、再生品の使用
　〈表面加工工程〉
　①塩素系樹脂を使わない、②光沢加工資材の無溶剤化、
③光沢加工後の環境負担軽減、④損紙などのリサイクル
率80％以上、⑤使用形態にあった表面加工方法選択
　〈製本加工工程〉
　①製本機の環境負荷低減、②製本機からの騒音・振動
発生抑制、③断裁くずなどの古紙へのリサイクル
　〈デリバリー工程〉
　①通い箱、共通パレットなどの利用、②再生包装資材
の使用、③包装資材のリサイクル、④フォークリフトな
どからの騒音発生抑制、⑤アイドリングストップの実施、
⑦低公害車の導入
　【グリーン基準で決められている印刷資材】
　表参照。
　・詳細については／日印産連グリーンプリンティング
認定工場事務局　〒104-0041　東京都中央区新富1-16-8
　TEL 03(3553)6051　FAX03(3553)6079
http://www.jfpi.or.jp/greenprinting/index.html
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日本印刷産業連合会からのお知らせ

地球環境にやさしい印刷製品“始めてみませんか”

「グリーンプリンティング認定制度」のすすめ

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）

事業・行事 印刷寺子屋
ところ ウインクあいち 1003会議室
講師 島村博之氏
　全印工連副会長、全印工連 産業戦略デザイン
　室委員長、六三印刷㈱会長
参加費：組合員1人1,000円、一般1人3,000円
事業・行事 教育セミナー（パネルディスカッション）
 「“見える化”から始める収益改善」
ところ ウインクあいち　902会議室
パネリスト 佐竹一郎氏（大東印刷工業㈱社長）
 松岡祐司氏
 　（㈱アサプリホールディングス社長）
 他１名　調整中
コーディネーター 花房　賢氏（ＪＡＧＡＴ研究調査部）
参加費：組合員1人1,000円、一般1人2,000円
事業・行事 マーケティングセミナー
 「業態変革100選事例紹介」（仮題）
ところ ウインクあいち　1101会議室
※参加費等詳細調整中
※近日中にFAXでご案内致します。
事業・行事 企業見学会
見学先 旭紙工㈱（大阪府松原市）
組合員一人 3,000円（一般参加申し込みは受
け付けません）
※近日中にFAXでご案内致します。

2月 7日㈪
18：30～
　　20：00

2月18日㈮
10：00～
　　12：00

2月22日㈭
18：15～
　　20：30

3月12日㈯

事業・行事 ㈱光文堂
 第47回光文堂新春機材展
ところ 名古屋市中小企業振興会館
 吹上ホール
後援　愛知県印刷工業組合
事業・行事 中部地区印刷協議会
 「平成22年度下期会議」
ところ キャッスルプラザ
※詳細は調整中
事業・行事 ㈳日本印刷学会セミナー
 冬季印刷技術セミナー「原点の印
 刷機上から品質向上」
ところ 東桜会館
会費：7,000円（3名以上の参加費:１人につき
6,000円)〈会員外：9,000円〉

平成23年
1月21日㈮
  ～22日㈯

2月18日㈮
  ～19日㈯

2月26日㈯
18：30～
　　16：40

３種類になったGPマーク

印刷製品へのGPマーク表示例

グリーンプリンティングパンフレット
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　●勢揃いするベストマシン
　いまだに景気回復への足がかりが
不透明な中で、まだまだ厳しい状況
が続きそうです。しかし、景気の状
況がどうであれ、印刷関連業界にお
いては、クライアントからの要求が
多様化し、より高度な製品が求めら
れています。この傾向はさらに高ま

　中部地区における印刷関連総合機材展として、また、業界の新春恒例の行
事として定着した、印刷機材の総合商社㈱光文堂（讃岐秀昭社長）が主催す
る「2011エクセレントプリンティングフェア　第47回光文堂新春機材展」が、
平成23年１月21・22の両日名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）におい
て開催されます。
　愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工業組合、三重県印刷工業組合を始め、各
団体も後援するこの展示会は、新春のスタートにふさわしく、印刷関連業者と
機材業者との新年恒例会の役割を担っています。今回で47回目を迎え、出展
するメーカー、ディーラーは72社にのぼり、各社から最新の機資材・システ
ムなどが披露されます。また、機材展に合わせ「コラボレーションコーナー」
が併催され、業態変革のためのヒントやビジネスチャンス拡大に役立つ数々の
アイデア製品、ノウハウなどが提案されます。さらに、新春機材展「併催セミ
ナー」も企画されており、厳しい情勢の中で、今後の展望などを踏まえた内容
で開催されます。
　情報収集の絶好のチャンスです。ぜひ見学をお勧めいたします。

りを見せる中で、どのように対応し
ていけばいいのか、その手段を模索
するための試行錯誤が繰り返されて
いるのが現状のようです。
　そうした問題解決、あるいは、情
報収集の一助に貢献しているのが、
この地方唯一の印刷総合機材展「光
文堂新春機材展」です。主催する光

文堂においても、「お客様に役に立
つ情報提供」を掲げ、全社員全力投
球で望む意気込みを見せています。
　今回の規模は、出展者数72社298
小間（コラボレーション28小間）で
開催されます。各社から自慢の新鋭
機・システムなどを始め光文堂から
もKBD製品を主軸に、新製品など多
数が披露されます。

　●コラボレーション展出展各社
　▼㈱アイカ▼㈱アクアス▼㈲ア
ド・フューチャー▼アミエ▼アーク
マウントコーポレーション▼㈱イン
グカワモト▼㈱ウイルコ▼㈱エスケ
イワード▼㈱エムアイシーグループ
▼㈱大幸▼大洞印刷㈱▼㈱金沢シー
ル▼広光印刷㈱▼㈱弘文社▼近藤印
刷㈱▼㈱渋谷文泉閣▼㈱そうごう▼
㈱第一印刷▼大日紙業㈱▼永瀬印刷
㈱▼双葉印刷㈱▼㈱二和印刷紙業▼
豊陽印刷㈱▼㈱メイセイプリント　
▼㈱ユーズ▼吉岡印刷㈱

　●セミナー案内
　１月21日㈮：11時から12時20分
／テーマ「ビジネスの方向転換を支
えるデジタル印刷（量から質への印
刷）」講師：㈱バリューマシンイン
ターナショナル社長河嶋弘司氏
　１月22日㈯：11時から12時20
分／テーマ「拡大するデジタルサイ
ネージを掴め（営業の理解度がビジ
ネスの成否を分ける）」講師：㈳日
本印刷技術協会研究調査部長郡司秀
明氏
　（セミナーに関しては事前登録が
必要です。詳細は光文堂まで）
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　中部地区最大の異業種交流の祭典「メッセナゴヤ
2010」が10月27日～30日までの４日間ポートメッセ
なごや（名古屋港金城ふ頭）で開催されました。　
今回で５回目となるメッセナゴヤは、期間中ナゴ
ヤで開催された生物多様性条約第10回締約国会議
（COP10）に合わせた連帯事業で、また、テーマも
「環境・エネルギー」でしたので、出展は昨年を約
100社上回る450社にのぼり、過去最大規模となりま
した。印刷及び関連業界からの出展も20数社と昨年
より増えています。愛印工組組合員企業からも多数
出展がありましたので、その出展内容を紹介してみ
ます。（本稿は、先月号で紹介予定でしたが誌面の
都合で今月号になりましたことお詫びします）。
　■㈱エムアイシーグループ
　　地球温暖化防止に貢献するプリンティング
（カーボンフットプリント）、地球に優しい「ノ
ンVOC・UV印刷」、環境に優しい「デジタルｅ
BOOK」などを提案。
　■㈱近藤印刷
　「電子書籍フルサポート」を打ち出し、デジタル
ブックで「もうかる」（制作コスト）、「へらせ
る」（CO2削減）、「ひろがる」（新規顧客）をア
ピールした。また、独自に開発した「オリジナルエ
コノベルティ」（フィルムしおり、エコ下敷きな
ど）数多く展示。

　■㈱サクラ印刷
　デジタルサイネージを中心としたクロスメディア
による販促企画をご提案。また、電子看板「REPO
（リポ）」を展示。これは、高画質、大画面が特
徴の電子看板。この他、「携帯ワンストップ・サイ
ネージ」、「コミック翻訳支援システム」などもア
ピールした。
　■プリ・テック㈱
　環境にやさしい紙でできた、強くて軽い100％リ
サイクルのエコ素材「ｅ（いい）ボード」を使用
した「Eco Diss（エコディス）」をアピール。エコ
ディスは、ディスプレイの他、カウンター・デス
ク、スツール・チェアー、リーフレットラック、サ
イン・パネルと種類も豊富で、色柄も多彩。これら
はUV インクジェットによるダイレクト印刷と専用
カッティングマシンによる生産方式のため、型など
を作らず、自由な形状が生産できる。
　■㈱丸和印刷
　「環境配慮商品、FSC認証紙を使用した印刷物、
社員30人でできる環境活動の実例を紹介。メディ
ア・ユニバーサルデザイン（MUD）の概要（MUD
とは／MUD５原則／誰にでも見やすい、わかりやす
い色・書体）を紹介するとともに、MUDの考え方で
作成した2011カレンダーを配布。また、「MUDで
CSR報告書を作りませんか？」と提案した。

「メッセナゴヤ
  2010」

印刷及び関連業界から多数の出展
「環境」「CSR」「コンテンツ」などアピール

●名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）：
名古屋市千種区吹上2-6-3
TEL  052（735）2011
駐車場は限りがありますので、公共交通機関の
利用をお奨めします（地下鉄桜道通線「吹上」
下車徒歩５分）。

2011エクセレントプリンティングフェア

「第47回光文堂新春機材展」の案内
●日時：平成23年1月21日㈮・22日㈯
●場所：名古屋市吹上ホール（名古屋市中小企業振興会館）

●印刷総合機材展で最新鋭機の見学と情報の収集を！

㈱丸和印刷はメディア・ユニバーサルデザインを強調 ㈱近藤印刷ではecoノベルティが好評だった デジタルサイネージを打ち出した㈱サクラ印刷

プリ・テック㈱は「EcoDiss」をアピール



日本印刷技術協会
「PAGE2011」開催
　 ㈳ 日 本 印 刷 技 術 協 会 主 催 の
「PAGE2011」の開催概要が発表さ
れた。24回目となる今回は「情報デ
ザイン新時代」をテーマに、展示会、
基調講演、コンファレンス、セミナ
ー、オープンイベントなど盛りたく
さんの内容になっている。
　開催概要の主な内容としては、
「今後10年の印刷業界周辺を考え
ると、印刷の周辺ビジネス強化やク
ロスメディア展開を行なっていかな
いと、現在の売り上げを維持するの
も難しい。情報を伝達するビジネス、
そこに関係する問題を解決してこ
そ印刷業であるという認識が必要と

なる。そして、電子書籍元年といわ
れている今こそ、情報デザインの新
時代に突入するという気概をこめた
テーマが『情報デザイン新時代』で
ある。
　印刷に特化して生き残りをかける
会社にも、その周辺ビジネスを展開
していこうという会社にも、クロス

メディアを展開しビジネス領域を拡
大していこうという会社にも、PAGE
に来れば、必ず何かしらのインプレッ
ションを受けられる」としている。
　▼会期：2011年２月２日㈬～４日
㈮午前10時～午後５時
　▼会場：サンシャインシティコン
ベンションセンターTOKYO（東京都
豊島区東池袋３-１） 
　▼規模：展示会出展社数120社、小
間550小間、コンファレンス21セッ
ション、セミナー14セッション。
　▼入場料：1,000円(税込み)

■2011年（平成23年）「卯」年が
スタートしました。厳しさは昨年来
から尾を引いていますが、いつまで
もこうした状況が続くわけでもなく、
きっと今年には明るい兆しが見え
てくると信じています。「兎の上り
坂」の言葉があります。これは、①
得意の分野で実力を発揮する、②条
件に恵まれること、物事がはかどる、
などのたとえに用いられますが、今
年は生き残りをかけ、得意分野に磨
きをかける年のようです。■新春か
らいろいろなセミナーが開催されま
す。「聞いてもためにならない」では
なく、貪欲に吸収してこそ知恵が湧
き出てくるものです。積極的に参加
したいものです。■今年もよろしく
お願い申し上げます。事務局員一同。
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事務局だより

イベント案内

　﨑山正敏氏逝去

 富士印刷㈱（中支部）社長﨑山正敏
氏は12月７日逝去された。享年52歳。
葬儀は12月10日名古屋市中区寶林寺
において執り行われた。

訃　報
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